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「不屈」No566 付録 

埼玉版 （No394） 
 
治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟    

 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３F

電話：048-824-0094 

振替 00110-7-83245 

 

 

 

 

Ｑ 

「
国
賠
同
盟
」
の
埼
玉
県
本
部
は
、
全
国
で

最
も
早
く
出
来
た
地
方
組
織
と
聞
き
ま
し
た

が
、
当
時
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

が
２
百
名
の
犠
牲
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
は
、

東
京
都
に
史
上
は
じ
め
て
の
美
濃
部
亮
吉
革
新

知
事
が
誕
生
し
た
翌
年
で
、
３
・
15
大
弾
圧
の
40

周
年
に
あ
た
る
１
９
６
８
年
３
月
15
日
で
し
た
。

当
時
、
革
新
運
動
の
広
が
り
に
危
機
を
怯
え
た

反
動
勢
力
は
、「
自
由
社
会
を
守
れ
」
と
新
た
な

「
反
共
攻
撃
」
を
展
開
す
る
中
で
、「
同
盟
運
動
」

も
地
域
に
根
差
し
た
地
方
組
織
（
支
部
）
の
必
要

性
が
語
ら
れ
、
東
京
や
千
葉
な
ど
で
準
備
会
が

発
足
し
て
い
ま
し
た
。
埼
玉
で
は
、
入
会
し
た
ば
か

り
の
須
永
甫
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、
１
９
７
４
年

10
月
６
日
、
行
田
市
に
あ
る
須
永
宅
で
、
、
松
尾

洋
、
為
成
養
之
助
、
石
黒
周
一
、
上
野
山
博
、
市

村
光
雄
、
岩
見
光
枝
、
三
沢
丁
三
、
須
永
甫
の
八

人
が
集
ま
り
結
成
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は

６
名
の
支
部
役
員
を
決
め
、
翌
年
開
か
れ
た
第
２

回
支
部
総
会
で
須
永
甫
さ
ん
が
初
代
支
部
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
次
い
で
千
葉
県
は
同
年
12
月

14
日
に
発
足
。
東
京
が
発
足
し
た
の
は
、
三
年
後

の
77
年
11
月
30
日
で
し
た
。
埼
玉
県
の「
同
盟
」

は
全
国
に
先
駆
け
て
２
０
２
４
年
に
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
は
５
０
０
名
以
上
の
会
員

を
実
現
し
、「
50
周
年
記
念
事
業
」
も
今
か
ら
具

体
化
し
て
進
め
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
（池
） 

  

７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
ま

で
の
３
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で「
平

和
の
た
め
の
埼
玉
の
戦
争
展
」
を

開
催
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

実
行
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

が
収
ま
ら
な
い
な
か
、
例
年
の

浦
和
駅
前
の
コ
ル
ソ
で
の
開
催
を

取
り
や
め
、
思
い
切
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
を
決
断
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ら
で
は
の
企
画
づ
く
り
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

魅
力
溢
れ
る
た
く
さ
ん
の
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
ン
ラ
イ

ン
展
示
を
準
備
し
ま
し
た
。 

此
処
に
、
10
本
の
ピ
ー
ス
ト

ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
る
平
和
と
安

全
」 

本
田 

宏  

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
平
和

を
問
う
」 

清
末 

愛
砂  

「
い
ま
の
日
韓
関
係
か
ら 

植
民

地
主
義
を
考
え
る
」 

金 

英
丸  

「
米
軍
優
位
の
日
米
地
位
協
定

の
実
態
」 

吉
田 

敏
浩  

「
感
染
症
と
戦
争
・
軍
隊
を
考

え
る 

」 

雪
田 

慎
二  

 

【
個
人
署
名
】 

新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部 

１
６
５
筆 

岡
田
栄
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

８
筆 

【
団
体
署
名
】 

新
日
本
婦
人
の
会
深
谷
支
部 

署
名
合
計 

 

個
人
署
名 

 
 

 
 

 

４
４
９ 

筆 

団
体
署
名 

 
 
 

１ 

団
体 

 
 

 
 

 
 

 
  

佐
藤 

泉 
 

 

さ
い
た
ま
市
北
区 

柿
沼 

遥
輝 

 
 

北
本
市 

小
久
保
剛
志 

 

上
尾
市 

 

る
こ
と
に
な
る
」
と
参
加
者
に
向
け
て
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
、
岩
田
事
務
局
長
か
ら
は
、
総

会
議
案
書
の
活
動
報
告
と
方
針
の
提
案

が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
討
議
が
行
わ

れ
、
十
人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
初
に
、
東
松
山
市
の
篠
田
理
事
が

「
三
人
居
れ
ば
支
部
が
出
来
る
と
い
う
。

東
松
山
市
内
に
は
会
員
が
三
人
い
る
。
連

絡
を
取
り
、
ぜ
ひ
支
部
を
作
り
た
い
」
と

発
言
し
、
越
谷
市
の
望
月
理
事
は
、「
越

谷
市
に
は
会
員
が
十
三
人
い
る
。
支
部
を

作
り
、
私
が
支
部
長
を
や
り
ま
す
」
と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。 

小
室
理
事
は
、「
野
党
共
闘
に
お
い
て

国
賠
署
名
へ
の
賛
同
の
是
非
が
野
党
共

闘
に
向
け
て
の
国
会
議
員
の
リ
ト
マ
ス
に

な
る
。
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

宮
代
町
の
加
納
理
事
は「
若
い
人
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
動
力
の
あ

る
人
を
拡
大
し
て
い
く
」
と
会
員
拡
大
に 

 

７
月
20
日
、
県
本
部
第
２
回
理
事
会
が

さ
い
た
ま
共
済
会
館
５
０
４
号
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
に
あ
た
っ
て
、
矢
島
会
長
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
中
で
の
参
加
に
謝
意
を
述

べ
た
あ
と
、「
無
為
無
策
へ
の
国
民
の
怒
り

で
、
自
公
政
権
へ
の
支
持
の
下
落
に
よ
り
三

つ
の
国
政
選
挙
で
の
野
党
の
勝
利
と
都
議

選
で
の
自
公
が
過
半
数
の
議
席
を
取
れ
な

い
・
・・
、
こ
の
秋
は
い
よ
い
よ
政
権
交
代
の
選

挙
に
な
る
。
国
民
の
中
に
核
廃
絶
の
動
き

の
高
ま
る
中
、
今
こ
そ
、『
再
び
戦
争
と
暗

黒
政
治
を
許
さ
な
い
』
こ
と
に
国
民
の
関

心
と
世
論
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
会
請
願
し
て
も
自
公
政
権
は
取
り
上
げ

な
い
が
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
る
政

権
の
実
現
に
よ
り
国
会
請
願
を
実
現
さ
せ 

 

県
本
部 

第
２
回 

理
事
会
を
開
催 

総
会
議
案
を
討
議
、
会
員
拡
大
と
支
部
作
り
が
活
発
に
論
議
さ
れ
る 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

行
田
・
羽
生
支
部
、 

田
中
昌
子
・
敏
雄
、
高
野
忠
夫
、
鯨
井
洪
、

加
納
幸
子
、
金
子
敏
江
、
鈴
木
千
賀
子
、 

秋
山
も
え
、
安
保
芙
美
子
、
加
藤
ユ
リ
、 

佐
藤 

修
一
、
生
澤
壮
介
、
寺
島
萬
里
子
、

小
室
仁
彌
、 

 
 

(

敬
称
略
、
前
号
か
ら
の
続
き
で
す) 

 

夏
期
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

「
福
島
・
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た

も
の…

」 

牧
内 

昇
平 

「
福
島
・
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た

も
の…

」 

牧
内 

昇
平  

「
日
本
を
見
つ
め
る
ア
ジ
ア
の
ま
な

ざ
し
」 

符 

祝
慧 

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
と
平

和
」  
寺
島 

善
一 

「
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
め
ざ
し

て
」 

大
西 
広  

「
い
ま
こ
そ
憲
法
を
生
か
す
と
き
」 

金
子 

勝  

 

 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を 

 

調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

つ
い
て
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

支
部
活
動
に
つ
い
て
、
岩
槻
支
部
の
渡

辺
常
任
理
事
は
、
支
部
会
議
と
学
習
会

の
定
例
化
の
中
で
会
員
を
増
や
し
た
こ

と
な
ど
を
発
言
。
行
田
・
羽
生
支
部
の
𠮷

田
常
任
理
事
か
ら
は
、
結
成
時
は
11
名

だ
っ
た
会
員
が
今
は
20
名
に
し
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
春
日
部
支
部
の

卯
月
理
事
は
、「
支
部
が
あ
っ
て
一
番
良

い
こ
と
は
行
事
を
開
け
る
こ
と
」
だ
と
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
観
る
企
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

小
池
副
会
長
は
、「
日
本
会
議
は
埼

玉
に
17
の
支
部
と
女
性
部
も
あ
る
が
、

同
盟
も
敗
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
発

言
。
住
宅
生
協
を
創
っ
て
き
た
本
山
理

事
は「
支
部
作
り
は
大
切
だ
と
思
う
。
組

織
の
存
在
感
を
世
間
に
示
す
。
組
織
を

作
る
の
が
好
き
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
支

部
作
り
に
つ
い
て
積
極
的
な
発
言
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。 

大
野
副
会
長
は
閉
会
挨
拶
で
、「
千

代
子
」
の
映
画
作
り
に
も
取
組
み
、
同
盟

要
求
実
現
の
た
め
に
も
国
政
を
変
え
、

三
年
後
に
迎
え
る
創
立
50
周
年
に
向

け
て
、
支
部
つ
く
り
、
会
員
拡
大
に
本
格

的
に
取
組
も
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

平
和
の
た
め
の
埼
玉
の
戦
争
展
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催 
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立
て
ら
れ
た
。 

 

近
く
の
家
に
３
月
10
日
の
東
京
大
空

襲
を
懸
命
に
逃
げ
延
び
て
来
て
い
た
親

子
が
い
た
。
私
と
同
い
年
だ
っ
た
し
東
京

の
学
校
に
も
い
か
な
か
っ
た
の
で
時
々

遊
ん
だ
。 

 

こ
の
家
の
前
に
も
、
海
苔
干
し
台
が

沢
山
あ
っ
た
。
そ
の
台
の
後
ろ
に
ア
ル
ミ

の
よ
う
に
光
っ
た
40
㎝
位
（
？
）
の
円
筒

形
の
も
の
が
置
い
て
あ
っ
た
。
海
苔
の
網

に
か
か
っ
た
の
か
、
海
か
ら
拾
っ
て
き
た

も
の
か
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
。 

⑫ 

戦
争
が
終
わ
っ
て
も 

冬
の
日
、
そ
の
家
の
周
り
で
３
人
で

遊
ん
で
い
た
。
お
昼
に
な
り
「
さ
よ
な

ら
」
を
し
て
家
に
帰
る
途
中
、
背
後
で

ド
ー
ン
と
大
き
な
音
、
振
り
向
く
と
砂

塵
が
上
が
っ
て
い
る
。
母
が
飛
び
出
し
て

き
た
。「
志
保
子
は
ど
こ
っ
！
」 

海
苔
干
し
台
の
後
ろ
に
あ
っ
た
光
っ

た
も
の
は
不
発
弾
で
し
た
。
私
が
帰
っ
た

後
二
人
で
遊
ん
で
て
そ
れ
に
躓
い
た
の

か
。 

東
京
か
ら
来
た
子
が
戸
板
に
乗

せ
ら
れ
私
の
家
の
前
を
、
砂
ま
み
れ
に

な
っ
て
。 

３
月
10
日
の
大
空
襲
を
せ
っ
か
く
生

き
延
び
て
き
た
の
に
・
・・
戦
争
が
終
わ
っ

て
か
ら
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
。 

  

 

私
の
戦
争
体
験 

最
終
回 

絵
と
文 

 
 

長
澤 

志
保
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

短  

歌 

感
染
者
の
広
が
る
た
だ
中
オ
リ
・
パ
ラ
の
開
催

強
行
愚
か
な
政
治
よ 

 

電
話
か
け
ビ
ラ
配
り
な
ど
都
議
選
の
勝
利
に

貢
献
応
援
か
み
し
む 

川
口
市 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

ス
ガ
の
横
暴
怒
り
心
頭
百
雷
落
ち
よ 

泥
田
よ
り
す
が
し
く
生あ

れ
し
蓮
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

春
日
部
市 

浅
子 

薫
衣 

虹
の
橋
君
ま
で
マ
ス
ク
半
欠
け
に 

 

行
田
市 

 

大
野 

辰
男 

敗
戦
忌
重
な
る
オ
リ
パ
ラ
孫
思
う 

盛
り
土
に
山
猛
り
た
り
梅
雨
熱
海 

さ
い
た
ま
市 

小
池  

荘
市 

川 

柳 

演
出
ば
五
輪
憲
章
違
反
人 

悔
恨
の
八
月
未
だ
省
み
ず 

春
日
部
市 

福
家 

駿
吉 

 
  

⑪ 
 
 

不
発
爆
弾 

 
 

戦
争
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
私
は
２

学
期
も
３
学
期
も
学
校
に
行
け
な
か

っ
た
。
身
体
も
気
持
ち
も
弱
っ
て
い

た
。
戦
地
に
行
っ
た
父
の
生
死
も
不

明
で
母
は
何
度
も
東
京
ま
で
調
べ
に

行
っ
て
い
た
。 

 

蘇
我
は
東
京
湾
の
あ
さ
り
や
海
苔

を
採
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
漁
民
の
ま
ち

で
、
冬
に
は
海
苔
を
干
す
台
が
畑
に 

今
で
も
機
銃
掃
射
の
夢
を
見
る
事

が
あ
り
ま
す
。
黒
い
雲
は
東
京
大
空
襲

の
空
。「
戦
争
を
な
く
す
た
め
な
ら
ど

ん
な
こ
と
で
も
し
た
い
」
そ
う
思
っ
て
ず

っ
と
生
き
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（完
） 

      

大
と
、
反
対
の
声
に
押
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い「
バ

ブ
ル
方
式
」
、
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
千
葉
等
の
無
観
客
と

学
校
感
染
チ
ケ
ッ
ト
の
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
世
界
各

国
か
ら
数
万
人
の
選
手
・
関
係
者
が
来
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
配
置
、
さ
ら
に
数
千
人
ド
ク
タ
ー
と
看

護
師
を
配
置
、
40
近
く
の
病
院
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
優

先
の
特
定
病
院
に
指
定
、
自
治
体
職
員
（
埼
玉
か
ら
も
９
０

０
人
）
の
動
員
、
首
都
圏
の
異
常
な
警
備
な
ど
・・
・。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
強
行
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
人
流
が
お

き
、
医
療
崩
壊
を
確
実
に
招
き
ま
す
。
平
和
の
祭
典
で
あ
る

は
ず
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が「
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
招
い
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」「
多
く
の
い
の
ち
を
奪
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
政
治
の
力
で
止
め
ら
れ
ま

す
。
あ
き
ら
め
ず
に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
新
し
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
総

選
挙
で
こ
ん
な
で
た
ら
め
な
政
権
を
変
え
ま
し
ょ
う
！ 

  

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
第
５
波
が
来
る
こ
と
は
予
想
で
き

ま
し
た
。
菅
自
公
政
権
は
先
の
国
会
で
過
去
最
高
の
軍

事
費
予
算
を
決
め
、
さ
ら
に
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
２

倍
化
・
国
民
の
管
理
を
す
す
め
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
法
案

と
土
地
利
用
法
案
、
憲
法
改
悪
の
呼
び
水
に
繋
げ
る
国

民
投
票
法
な
ど
次
々
と
悪
法
を
強
行
採
決
。
そ
の
一
方

で
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
施
策
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
国
民
に
は「
自
己
責
任
」
と
い

う
自
粛
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
は

新
た
な
変
異
株
に
変
わ
り
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
は
る
か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
迫
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
東
京
は
４
回
目
の「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発

出
さ
れ
ま
し
た
。 

菅
首
相
は
７
月
８
日
、「
全
人
類
の
努
力
と
英
知
で
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
こ
と
を
東
京
か
ら
発
信
し
た

い
」
と
、
国
民
の
い
の
ち
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
優
先
す
る

宣
言
を
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
こ
こ
に
来
て
感
染
者
の
拡 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
い
の
ち
が
大
切
！ 

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合 

 
 
 

小
沢 

道
夫 

  

 

 

私も一言 

 

 

 

先人たちに「なぜ戦争し

たの？」「なぜ戦争に反

対できなかったの？」と

問いかけてきた世代が、

後々「なぜ五輪開催した

の？」「なぜ五輪止めら

れなかったの？」と後世

の人たちに問われかね

ない。いまを生きる世代

の責任で、危険な五輪

は 中 止 に 。            

＃五輪は中止 

―

感
想
文
募
集―

 

長
澤 

志
保
子
さ
ん
の
戦
争
体
験
記

如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
・
・
・
・
。
八
歳

の
少
女
が
受
け
た
〝
戦
争
体
験
〟
は

胸
を
打
ち
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の

感
想
文
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
編
集
部
） 

      

「戦争させない！埼玉

の会」でも、こんなの

つくってみました。 
 
(二橋元長さんのフェイスブッ

クより転載させて頂きました) 

 

こ
の
間
の
悪
法
は
、
治
安
立

法
で
あ
る
こ
と
を
本
質
的
な

特
徴
と
し
て
い
る
と
の
指
摘

が
あ
る
が
、
我
が
同
盟
と
し

て
し
っ
か
り
と
捉
え
て
お
き 

た
い
▼
菅
内
閣
に
入
っ
て
デ
ジ
タ
ル
法
、
改

憲
手
続
法
改
正
、
土
地
規
制
法
、
そ
し
て
法

は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
憲
法
の
恣
意
的
解

釈
で
首
相
権
限
の
拡
張
を
実
例
化
し
た
学

術
会
議
会
員
任
命
拒
否
の
措
置
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
安
倍
内
閣
時
の
秘
密

保
護
法
、
共
謀
罪
法
、
安
保
法
制
に
連
な
っ

て
い
る
▼
こ
れ
ら
は
、「
安
全
保
障
」
の
絶
対

視
を
前
提
に
、
反
体
制
的
と
見
な
す
市
民

運
動
を
そ
の
思
想
に
お
い
て
抑
え
込
む
こ

と
、
法
の
文
言
を
不
明
確
に
し
て
お
く
こ
と

で
市
民
の
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
政
府
と
く
に
首
相
へ
の
権
利
の
集
中
で

あ
る
▼
６
月
に
成
立
し
た
土
地
規
制
法
は
、

こ
う
し
た
特
徴
を
全
て
持
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
本
質
は
ナ
チ
ス
の
授
権
法
と
同
根
で
あ

る
。
悪
法
に
は
、
時
を
お
か
ず
に
対
峙
の
声

を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
ま
た
再
び
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
に
つ
な
が
る

▼
我
が
同
盟
の
役
割
の
大
き
さ
を「
香
港
の

動
き
を
目
の
当
た
り
に
し
、
私
た
ち
の
前
途

は
、
決
し
て
暗
く
な
い
」
と
の
声
に
本
当
に
応

え
た
い
夏
を
迎
え
て
い
る
。
（
辰
） 

   
 

 

 

 

https://www.facebook.com/hashtag/%E4%BA%94%E8%BC%AA%E3%81%AF%E4%B8%AD%E6%AD%A2?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZX1PvyouhdIJcpvp7jkgrfO3L9azr8jnQibY0fWb2_vu7e-9MWK2lqgmQO-fDtyoeYB_73PandPTfuUaZuQGIku1ArRTDXfINKueRaPeA919VuPjkf8IFpV2siTdMv-Bs8&__tn__=*NK-R

